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 Economic Indicators ／ 定例経済指標レポート 

発表日：2023 年 3 月 31 日（金） 

主要経済指標予定（2023 年 4 月 3 日～4 月 7 日）  

(株)第一生命経済研究所 経済調査部 

日本経済短期チーム（℡：03-5221-4525） 

（4月 3日～4月 7日の主なイベント、指標予定） 

 指 標 名 当社予測 市場予測 市場予測レンジ 前回結果 

4 月 3日 

 

 

 

 

(月) 8:50 3 月日銀短観      

    業況判断 DI・大企業製造業（最近） ▲2 ＋4 ▲2～＋5 ＋7 

    （先行き） ▲3 ＋3 ▲3～＋7 ＋6 

    大企業非製造業（最近） ＋22 ＋20 ＋17～＋22 ＋19 

    （先行き） ＋20 ＋18 ＋23～＋24 ＋11 

    中小企業製造業（最近） ▲10 ▲6 ▲11～▲1 ▲2 

    （先行き） ▲12 ▲6 ▲12～▲3 ▲5 

    中小企業非製造業（最近） ＋2 ＋7 ＋2～＋9 ＋6 

    （先行き） ＋1 ＋4 0～＋9 ▲1 

4 月 4 日 

 

 

 

 

(火) 8:50 3 月短観業種別計数及び調査全容         

  8:50 3 月マネタリーベース         

    （前年比） ― ― ― ▲1.6％ 

4 月 5 日 

 

 

 

 

(水)       

4 月 6 日 

 

 

(木)       

4 月 7 日 

 

 

 

 

(金) 8:30 1 月毎月勤労統計・確報         

    名目賃金（前年比） ― ― ― ＋0.8％ 

  8:30 2 月毎月勤労統計・速報         

    名目賃金（前年比） ― ― ― ＋0.8％ 

  8:30 2 月家計調査（二人以上の世帯）      

    実質消費支出･全世帯（前年比） ＋5.4％ ＋4.3％ ＋2.4％～＋6.6％ ▲0.3％ 

    実質消費支出･勤労者世帯（前年比） ＋6.4％ ＋4.4％ ＋3.2％～＋7.8％ ＋0.2％ 

  8:30 2 月家計消費状況調査      

  8:30 2 月家計消費単身モニター      

  8:30 2 月消費動向指数      

  14:00 2 月消費活動指数（旅行収支調整済）      

    実質季節調整済み（前月比） ― ― ― ＋1.2％ 

  14:00 2 月景気動向指数・速報      

    CI 一致指数（前月差） ＋2.7pt ＋2.7pt ＋2.7pt～＋2.9pt ▲3.0pt 

    CI 先行指数（前月差） ＋0.9pt ＋1.0pt ＋0.7pt～＋1.4pt ▲0.4pt 
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日銀短観 ３月調査 業況判断ＤＩ・大企業製造業（最近） 当社予想：▲2  中央値：＋4  

4 月 3日に発表される日銀短観では、大企業・製造業が「悪い」超のマイナスに転化すると予想され

る。大企業・非製造業では、逆に業況 DI が改善する見通しだ。経常利益計画の改善や販売・仕入価格

判断 DI の低下が起こるかどうかが注目される。まだ、米銀不安の問題は響いてこないだろう。 

（首席エコノミスト：熊野 英生） 

 

２月実質消費支出（二人以上の世帯、全世帯） 当社予想：前年比＋5.4％ 中央値：同＋4.3％ 

前年比+5.4％と増加を予想。前月比でも増加するだろう。新型コロナウイルスの感染第８波が収束し

たことで外出抑制姿勢が弱まり、サービスを中心として２月の個人消費は底堅く推移した可能性が高

い。昨年２月の水準が低いこともあり、前年比では高い伸びが見込まれる。足元でウィズコロナのさ

らなる進展がみられており、1-3 月期の個人消費も緩やかな増加基調が継続すると予想する。 

（シニアエグゼクティブエコノミスト：新家 義貴）  

 

２月景気動向指数 ＣＩ一致指数／ＣＩ先行指数 当社予想：前月差 ＋2.7pt／＋0.9pt 中央値：同 

＋2.7pt／＋1.0pt 

ＣＩ一致指数を前月差+2.7 ポイントと予想する。内訳では鉱工業生産指数や生産財出荷指数など、生

産・出荷関連系列の押し上げが大きくなる見込み。単月では大幅な上昇が見込まれるが、1月分が中華

圏の春節時期のズレにより押し下げられていたことの反動の面が大きい。均してみれば足踏み感が強

まっている状況に変化はない。なお、２月のＣＩ一致指数の基調判断は、3ヶ月連続で「足踏み」が予

想される。 

（シニアエグゼクティブエコノミスト：新家 義貴） 
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本資料は情報提供を目的として作成されたものであり、投資勧誘を目的としたものではありません。作成時点で、第一生命経済研究所が信ずる
に足ると判断した情報に基づき作成していますが、その正確性、完全性に対する責任は負いません。見通しは予告なく変更されることがあります。
また、記載された内容は、第一生命保険ないしはその関連会社の投資方針と常に整合的であるとは限りません。 
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   図表１     図表２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   図表３ 
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